
[ 応募方法 ] ハガキまたはメール、ファックス、応募
フォームで、 ❶住所、氏名、年齢、職業 ❷電話番号 
❸愛読者プレゼント名称 ❹広報誌「ＮＯＳＡＩかごしま」
についてのご意見・ご感想・好きなコーナーをお書き
のうえ、ご応募ください。なお、当選者の発表は
発送をもってかえさせていただきます。

〒890-0064　鹿児島市鴨池新町12-4　
ＮＯＳＡＩかごしま「愛読者プレゼント」係

ハガキ

ファックス 099‐255‐6190

メール kikakunr46@sand.ocn.ne.jp

応募フォーム 右の２次元コードから
応募できます。

愛読者プレゼント
「奄なつ
　パッションジュース」
10名様にプレゼント。
奮ってご応募ください。

➡生産者紹介はP２をご覧ください。
※画像はイメージです

ニーズ調査を
実施しています
NOSAI かごしまでは、農業
者のニーズに応じた事業実施
のため調査を行っています。
詳しくは、組合ホームページ
でご確認ください。

https://www.nosai46.jp/intention/
８月30日(金）必着締め

切り
※この応募で取得した個人情報は、厳重に管理し、抽選、
　商品発送以外の目的に使用することはありません。
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焼ピーマンの
ピリ辛ピーナツたれ

【作り方】

1 ピーマンをオーブントースターで5分ほど焼き、
火を通し皿に盛る。

※砕いたピーナツが手に入らないときは、ピーナツを
ビニール袋に入れ、麺棒やかなづちなどで叩くと＊
砕けます。塩が振ってあるものは、塩味が強くなる
ので簡単にふき取ってから砕いてください。

【材料（４人分）】
ピーマン………… 8～10個
　  縦に2つに切り、ヘタと種をとっておく

たれ
ニンニクみじん切り
………………… 小さじ１/２ 
ショウガみじん切り
………………… 小さじ１/２
酒 ……………… 大さじ１/２
みりん…………… 大さじ１
しょうゆ………… 大さじ３＋小さじ1
砂糖……………… 大さじ１+１/２
ごま油…………… 大さじ１（小さじ２+小さじ１）
鷹の爪…………… １/３本
　  お好みで加減してください
水　 …………… 大さじ２
砕いたピーナツ…  40g

ポイント

鷹の爪を使いピリ辛にし、ごま油を入れることで食欲を
誘う一品です。ピーマンのビタミンCは加熱しても壊れ
にくく免疫機能を高め、砕いたピーナツを合わせること
で抗酸化作用も増し、コレステロールの抑制に役立つ不
飽和脂肪酸やタンパク質も取れます。

子育て支援情報誌「クレセール」で野菜が好きに
なるレシピ「ママの晴れごはん」を掲載。

フードコーディネーター
前田  茂子

2 鍋でごま油（小さじ２）、ニンニクみじん切り、
ショウガみじん切りを炒め、香りが立ってきた
ら酒、みりん、しょうゆ、砂糖、鷹の爪、水を
加えて沸騰させる。

3 砂糖が溶け全体がなじんだら砕いたピーナツと
ごま油（小さじ１）を加え混ぜ合わせ、熱いうち
にピーマンにかける。

調理時間 
約15分

※たれが余ったら鶏肉や豚肉などを焼いたものに
かけても美味しくいただけます。

＊けがに注意

通常総代会第４回特集特集

旬菜
レシピ

しゅんさい

旬 の お 気 軽 料 理

本 所   
南薩支所 
北薩支所 
中部支所
曽於支所

鹿児島市鴨池新町12-4                
南九州市川辺町平山6140             
薩摩郡さつま町轟町13-1
霧島市溝辺町有川2103 
曽於市大隅町月野2253

TEL 099-255-6161                  
TEL 0993-58-3100 
TEL 0996-21-3131
TEL 0995-59-3211
TEL 099-479-3228

肝属支所  
熊毛支所  
大島支所
南大島支所

鹿屋市田淵町1475-5
熊毛郡中種子町野間6410-8  
奄美市笠利町大字中金久162-2   
大島郡伊仙町阿三1379-1

TEL 0994-48-3180                
TEL 0997-27-2278
TEL 0997-63-2442
TEL 0997-86-2389

環境に配慮した「植物油インキ」で印刷しています。 1６

農業保険制度の
更なる機能の発揮にむけて
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表紙、わたしの手から撮影者

　「わ
た
し
、
奄
美
２
世
で
す
」と
笑
顔
で

話
す
の
は
、
奄
な
つ
フ
ァ
ー
ム
代
表
の

日
髙
千
夏
さ
ん（
43
）。
２
０
１
４
年
に

大
阪
か
ら
母
親
の
故
郷
で
あ
る
奄
美
市

へ
移
住
し
、
同
市
が
実
施
す
る
農
業
研

修
を
経
て
翌
年
に
就
農
し
た
。「
夕
焼
け

に
染
ま
る
奄
美
の
海
は
絶
景
で
す
。
豊

か
な
自
然
を
感
じ
ら
れ
る
、
移
住
前
で

は
で
き
な
か
っ
た
体
験
で
す
」

伸
び
し
ろ
に
期
待

　パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
は「
伸
び
し
ろ

の
あ
る
果
物
」と
日
髙
さ
ん
。
島
内
で
は

な
じ
み
深
い
果
物
だ
が
、
全
国
的
な
知

名
度
は
ま
だ
低
い
。「
広
く
知
ら
れ
て
い

な
い
か
ら
こ
そ
、
今
後
さ
ら
に
需
要
は

高
ま
る
と
思
う
」と
期
待
を
寄
せ
る
。

「
バ
ニ
ラ
ア
イ
ス
に
か
け
た
り
炭
酸
水
に

混
ぜ
た
り
と
、
他
の
食
材
と
の
組
み
合

わ
せ
も
楽
し
め
ま
す
」と
Ｐ
Ｒ
す
る
。

　パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
収
穫
期
間

は
６
月
か
ら
約
２
カ
月
間
と
短
い
。
そ

の
美
味
し
さ
を
よ
り
多
く
の
人
に
届
け

る
た
め
、
17
年
に「
奄
な
つ
パ
ッ
シ
ョ
ン

（左上※）和名「トケイソウ」の由来となった時計の文字盤のような花　 （右上）丁寧な作業の結果が枝ぶりや花の数などに表れるという
（左下※）実が色づく頃に洗濯ばさみで固定し、落下を防ぐ　 （右下※）「そのままでも、他の食材と組み合わせても楽しめます」と日髙さん　　※写真提供：日髙さん

ジ
ュ
ー
ス
」の
販
売
を
開
始
し
た
。
味
は

良
く
て
も
青
果
と
し
て
は
販
売
で
き
な

い
規
格
外
の
果
実
を
活
用
し
、
冷
凍
加

工
に
よ
る
通
年
販
売
を
実
現
。
糖
度
や

風
味
の
違
い
を
見
極
め
な
が
ら
試
作
を

重
ね
、
さ
わ
や
か
な
酸
味
と
す
っ
き
り

と
し
た
味
わ
い
の
あ
る
ジ
ュ
ー
ス
に
仕

上
げ
た
。

　「素
材
を
生
か
す
た
め
、
原
料
は
果
汁

と
砂
糖
の
み
。
全
国
の
購
入
者
か
ら
の

反
響
が
何
よ
り
も
励
み
に
な
り
、
年
々

完
成
度
は
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
」と

手
応
え
を
語
る
。
商
品
は
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
や
島
内
で
販
売
す
る
他
、
同
市
の
ふ

る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
も
な
っ
て
い
る
。

栽
培
技
術
の
向
上
を

目
指
し
て

　日
髙
さ
ん
が
最
も
注
力
す
る
の
は
生

育
初
期
の
管
理
だ
と
い
う
。
自
家
製
の

乳
酸
菌
や
酵
母
菌
を
使
っ
た
土
づ
く
り

を
軸
に
、
天
候
や
生
育
状
況
を
見
極
め

て
か
ん
水
や
施
肥
管
理
を
行
う
。「
根
張

り
を
意
識
し
た
丁
寧
な
作
業
の
結
果
が
、

枝
ぶ
り
や
花
の
数
な
ど
に
表
れ
ま
す
。

自
ら
の
手
で
授
粉
さ
せ
て
結
実
す
る
と

愛
着
が
わ
き
ま
す
よ
」と
は
に
か
む
。

　23
年
に
は
10
㌃
の
ハ
ウ
ス
を
新
設
し

た
。
当
面
の
目
標
は
、
県
の
農
業
技
師

の
教
え
を
受
け
な
が
ら
、
安
定
し
た
収

穫
量
の
確
保
や
品
質
の
向
上
に
取
り
組

む
こ
と
。「
奄
美
か
ら
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ

ル
ー
ツ
の
知
名
度
を
高
め
、
ゆ
く
ゆ
く

は
他
の
作
物
に
も
挑
戦
し
た
い
。
加
工

品
の
種
類
も
増
や
し
て
い
け
た
ら
」と
夢

は
広
が
る
。

あ
ま わ

た
し
の    
か
ら

手

表
紙
紹
介

奄美市
パッションフルーツ15㌃、
タンカン７㌃など

日髙　千夏さん（43）
ひだか ちなつ

詳しくはP16へ
奄なつパッションジュース（10 名様）愛読者プレゼント

TEL：050‐3557‐7739 https://farm-amanatsu.com/

大阪で働いていた日髙さんが、母の故郷である奄美市へ Iターンし、
2015年に事業を開始した。年間を通じてパッションフルーツの魅力を
届けようと、2017年に「奄なつパッションジュース」を開発。注目を
浴びている。

奄なつファーム
あま

12 新入職員紹介

15 NOSAIから
お知らせ

14 診療所だより
ミルクを飲んで
咳をする子牛がいませんか？

16 旬菜レシピ
焼ピーマンの
ピリ辛ピーナツたれ

23 NOSAI かごしま



▶総代総数 200名

▶本人出席 42名

▶書面出席 156名

▶出席者合計 198名

農
業
保
険
制
度
の
更
な
る
機
能
の
発
揮
に
む
け
て

　第
４
回
通
常
総
代
会
に
て
、

次
の
方
々
に
感
謝
状
を
贈
呈

い
た
し
ま
し
た
。
農
業
保
険
事

業
の
普
及
や
、
適
正
な
運
営
に

貢
献
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

鹿
児
島
県
農
業

共
済
組
合
表
彰

　Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ご
し
ま
は
６
月
20
日
、
第
４
回

通
常
総
代
会
を
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
鹿
児
島
（
鹿
児
島

市
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

　蛭
川
住
治
組
合
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
当
組

合
は
発
足
し
て
４
年
目
を
迎
え
た
。
組
合
員
や
総

代
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
、
健
全
な

運
営
が
で
き
て
い
る
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

る
。
役
職
員
一
丸
と
な
り
、
経
営
改
善
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
、
制
度
の
仕
組
み
と
補
償
内
容
の

周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、
農
業
保
険
制
度
を
活

用
し
て
も
ら
い
、
安
定
的
な
農
業
経
営
に
つ
な
が

る
よ
う
努
力
し
て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　議
長
に
は
曽
於
市
の
丸
鶴
則
雄
総
代
が
選
任

さ
れ
、
令
和
６
年
度
事
業
計
画
や
附
帯
決
議
な
ど

全
10
議
案
を
上
程
し
、
全
議
案
が
可
決
・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
議
事
に
先
立
ち
、
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
（
受
賞
者
は
Ｐ
５
の
と
お
り
）。

丸鶴　則雄 総代
（曽於市）

議　長

出席者

事業令和５年度 事業報告 および 令和６年度 事業計画
引受面積は小数点以下を四捨五入、共済金額・支払共済金は万円未満を四捨五入しています。

■ 

西

　節
雄
 （
南
さ
つ
ま
市
）

■ 

市
之
瀬

　利
博
 
（
南
九
州
市
）

■ 

有
島

　助
一
 （
日
置
市
）

■ 

小
路

　勝
 
（
出
水
市
）

■ 

城
山

　一
則
 （
出
水
市
）

■ 

河
内
野

　砂
雄
 
（
さ
つ
ま
町
）

■ 

馬
場

　篤
政
 （
霧
島
市
）

■ 

堂
園

　隆
之
 （
伊
佐
市
）

■ 

坂
元

　廣
幸
 （
姶
良
市
）

■ 

天
辰

　八
郎
 （
曽
於
市
）

■ 

小
野

　義
昭
 （志
布
志
市
）

■ 

出
水
園

　利
明
 （鹿
屋
市
）

■ 

中
村

　正
幸
 （西
之
表
市
）

■ 

坂
口

　純
徳
 （南
種
子
町
）

年度令和５年度 実績 年度令和６年度 計画

 引受面積 820,936a
 共済金額 63 億 3,482 万円

 引受面積 873,589a 
 共済金額 67 億 9,640 万円 
 支払共済金 6,080 万円

 引受頭数 829,008 頭
 共済金額 1,248 億 2,356 万円

 引受頭数 829,909 頭
 共済金額 1,472 億 590 万円
 支払共済金 56 億 4,219 万円

 引受面積 1,810a
 共済金額 1,919 万円

 引受面積 1,770a
 共済金額 1,666 万円
 支払共済金 83 万円

 引受面積 392,359a
 共済金額 37 億 1,327 万円

 引受面積 379,775a
 共済金額 34 億 8,095 万円
 支払共済金 7,414 万円

 引受棟数 8,658 棟
 共済金額 275 億 4,202 万円
 支払共済金 7,067 万円

 引受棟数 9,074 棟
 共済金額 301 億 4,079 万円

 引受台数 14,024 台
 共済金額 371 億 6,400 万円

 引受台数 13,980 台
 共済金額 374 億 3,739 万円
 支払共済金 1 億 9,136 万円

 引受棟数 68,655 棟
 共済金額 6,744 億 4,000 万円

 引受棟数 70,152 棟
 共済金額 6,896 億 6,618 万円
 支払共済金 3 億 193 万円

家畜共済

畑作物共済

農作物共済農作物共済

果樹共済果樹共済

園芸施設共済園芸施設共済

農機具損害共済農機具損害共済

建物共済

第1号議案 令和５年度事業報告書・財産目録・
貸借対照表・損益計算書・剰余金
処分案及び不足金処理案の承認に
ついて

第２号議案 令和６年度事業計画及び収支予算
書の承認について

第３号議案 令和６年度事務費賦課額及び徴収
方法の承認について

第４号議案 令和６年度役員報酬及び各委員等
報酬並びに顧問報酬の承認について

第５号議案 令和６年度家畜診療所診療料金設
定の承認について

第６号議案 余裕金の預入れ先金融機関の承認に
ついて

第７号議案 借入金の最高限度額の承認について

第８号議案 損害評価会委員の選任及び家畜診療
所運営委員の委嘱の承認について

第９号議案 附帯決議

第10号議案 役員（監事・理事）の選任の承認につ
いて

可決・承認された議案

通常総代会
第４回

特集特集

45 NOSAI かごしま



新
役
員
の
紹
介

理
事
21
名
、
監
事
５
名
が
選
任
さ
れ
、
新
た
な
執
行
体
制
で
組
合
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

任
期
は
令
和
６
年
７
月
１
日
か
ら
令
和
９
年
６
月
30
日
で
す
。

任
期
満
了
に
伴
う
総
代
選
挙
に
よ
り
、
２
０
０
名
の
総
代
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
６
年
６
月
１
日
か
ら
令
和
９
年
５
月
31
日
で
す
。

◆
総
代
の
役
割

　総
代
は
組
合
員
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
、
予
算
や
事
業
計
画
な
ど

組
合
運
営
に
関
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

●
鹿
児
島
市

森
山
　文
夫

有
村
　高
信

福
永
　義
巳

中
間
　良
治

赤
星
　隆
雄

福
島
　雄
一

追
立
　幸
二

堀
之
内
　薫

馬
込
　保

南
　光
則

森
山
　和
人

田
淵
　眞
一

●
枕
崎
市

山
﨑
　巳
代
治

俵
積
田
　栄
作

●
指
宿
市

岡
崎
　嘉
和

秋
元
　了

水
迫
　智
弘

福
﨑
　志
信

坂
元
　正

外
薗
　弘

中
野
　弘
光

鐘
撞
　望

●
日
置
市

東
峯
　満

鍛
治
屋
　隆
雄

桃
北
　清
次

末
永
　義
弘

横
山
　義
晴

的
場
　勝
広

妙
見
　義
弘

秋
葉
　久
治

地
頭
所
　衛

●
い
ち
き
串
木
野
市

池
田
　善
之

久
木
山
　純
広

大
迫
　盛
男

●
南
さ
つ
ま
市

竹
ノ
内
　文
敏

本
　順
一

栗
野
　洋
一

村
田
　廣
和

田
良
島
　輝
久

内
野
　浩
司

神
田
　幸
一

●
南
九
州
市

寺
田
　義
文

馬
場
　敏
明

大
原
　誉
大

新
原
　誠

松
山
　利
一

西
野
　正
信

前
原
　国
利

五
反
田
　照
美

六
反
田
　達
郎

砂
走
　精
一

吉
永
　賢
三

大
倉
野
　忠
浩

泊
　啓
一
郎

●
薩
摩
川
内
市

辻
　孝
一
郎

川
畑
　新
一

小
牧
　勝
一
郎

内
山
　敏
定

草
留
　嘉
徳

三
角
　廣
行

茶
圓
　香
樹

猿
渡
　美
親

末
弘
　義
武

髙
嶺
　弥
兵
衛

田
口
　芳
明

古
川
　梓

早
﨑
　裕
喜

谷
山
　隆
信

礒
道
　博
和

●
さ
つ
ま
町

市
囿
　庄
一

栗
山
　英
二

佐
藤
　栄
作

豊
増
　晃
正

山
迫
　久
雄

米
丸
　伸
二

竹
之
内
　重
則

中
村
　貴
司

●
出
水
市

小
倉
　幸
夫

麦
生
田
　修

森
　修

江
波
　文
雄

松
元
　勝
郎

松
元
　浩
文

徳
田

　英
一

中
村

　信
行

田
下

　勉

●
阿
久
根
市

上
脇

　久

上
野

　三
郎

白
濵

　和
利

●
長
島
町

飯
田

　満
穂

岩
下

　裕
二

濵
田

　幹
男

長
山

　久
義

●
伊
佐
市

井
下

　公
作

大
塚

　公
一

古
川

　剛

椛
山

　博
幸

前
田

　学

山
口

　博
稔

丸
目

　純
久

●
姶
良
市

坂
元

　廣
幸

山
上

　陸
男

七
ツ
谷

　光
徳

小
宮
路

　和
一

松
浦

　春
美

髙
山

　信
一
郎

市
薗

　和
昭

●
霧
島
市

山
下

　幸
一
郎

竹
下

　大
介

本
村

　竜
見

岡
村

　勝
敏

胡
广
ヶ
野

　力

臼
崎

　春
男

西
村

　裕
明

福
満

　淳
一

馬
場

　篤
政

修
行

　祐
太

種
子
田

　義
輝

西
代

　力

濵
田

　日
出
男

八
重
尾

　直
亮

原
田

　剛
志

柴
山

　博

西
川

　満

佐
々
木

　利
則

小
中
野

　浩
二

●
湧
水
町

福
寿

　光
男

上
窪

　広
人

佐
別
當

　政
博

橋
元

　義
嗣

前
田

　格
男

●
曽
於
市

西
山

　重
夫

桒
幡

　千
治

天
辰

　八
郎

迫

　将
嗣

瀬
戸
山

　義
廣

丸
鶴

　修

丸
山

　俊
雄

西
村

　一
己

板
越

　育
雄

丸
鶴

　則
雄

●
志
布
志
市

福
岡

　剛

道
山

　幸
治

萩
迫

　輝
巳

小
野

　義
昭

立
木

　幹
雄

渡
邊

　春
一

検
崎

　登
志
雄

●
鹿
屋
市
輝
北
町・

　大
崎
町

隈
元

　茂
美

脇
田

　淳
一

稲
葉

　正
和

原
田

　忍

春
田

　範
雄

●
鹿
屋
市

　（除
く
輝
北
町
）

池
畑

　義
人

田
中

　実

中
西

　勝

　

持
増

　喜
久
夫

肥
後

　進
也

東
二
町

　清
美

城
ヶ
﨑

　良
一

城
ケ
原

　厚
己

福
元

　康
光

●
垂
水
市

大
山
　義
輝

園
田
　良
武

●
東
串
良
町

松
田
　重
美

鶴
田
　正
人

●
肝
付
町

坂
口
　利
邦

柳
　一
夫

末
次
　健
一

上
村
　学

上
村
　敏
夫

●
錦
江
町

寺
田
　郁
哉

鮫
島
　廣
幸

稲
村
　幸
雄

貫
見
　広
幸

●
南
大
隅
町

池
之
迫
　博

大
久
保
　弘
行

永
吉
　敏
春

山
之
口
　勝
一

●
西
之
表
市

中
村
　逸
夫

中
村
　正
幸

高
尾
野
　智
浩

●
中
種
子
町

田
中
　満
男

古
市
　龍
馬

永
浜
　一
春

●
南
種
子
町

砂
川

　茂
美

小
山

　孝
博

●
屋
久
島
町

西
橋

　優
樹

●
奄
美
市・龍
郷
町・

　大
和
村・宇
検
村・

　瀬
戸
内
町

吉
井

　和
彦

●
喜
界
町

益
田

　豊
一

●
徳
之
島
町

福
岡

　克
郎

川
畑

　猛

●
天
城
町

岩
元

　聡

久
田

　高
志

●
伊
仙
町

太
田

　淳
一

元
山

　雅
喜

●
和
泊
町

名
越

　秀
一

●
知
名
町

三
原

　利
昭

●
与
論
町

福

　晃

原
田

　諭

新
総
代
が
決
定
し
ま
し
た

（
敬
称
略
）

（
令
和
６
年
7
月
1
日
現
在
）

（
令
和
６
年
６
月
1
日
現
在
）

組合長兼支所統括理事
蛭川　住治
鹿屋市

副組合長兼支所統括理事
上岡　義孝
曽於市

支所統括理事
木場　俊行
いちき串木野市

支所統括理事
前野　浩司
さつま町

支所統括理事
川畑　繁
霧島市

支所統括理事
宮永　誠
伊仙町

理事
今村　秀一
指宿市

支所統括理事
中﨑　和行
中種子町

支所統括理事
相良　正道
奄美市

理事
大坪　幸博
南九州市

理事
中原　良治
薩摩川内市

理事
相良　悟
霧島市

理事
竹下　道夫
鹿児島市

理事
井手上　正人

出水市

理事
前田　格男
湧水町

理事
大迫　和昭
垂水市

理事
平原　榮
錦江町

理事
安楽　兼義
志布志市

理事
吉村　忠文
曽於市

理事
白河　澄雄
西之表市

監事
西之原　浩
鹿屋市

監事
岩屋　春義
中種子町

代表監事
轟木　孝一
伊佐市

理事
西口　浩之
知名町

監事
中村　信行
出水市

監事
是枝　孝太郎

徳之島町
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園
芸
施
設
を
襲
う
、多
発
す
る
自
然
災
害

園
芸
施
設

自
然
災
害

　園
芸
施
設
で
栽
培
を
行
っ
て
い
く
上
で
は
、
気
象
情
報
を
注
視
し
て
い
て
も
対
策
で
き
な
い
様
々
な
リ
ス
ク
が
あ

り
ま
す
。
リ
ス
ク
へ
の
備
え
と
し
て
園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　令
和
５
年
度
は
、
６
月
の
大
雨
や
８
月
の
台
風
６
号

な
ど
の
被
害
で
、
６
３
０
棟
に
対
し
て
約
７
０
６
７
万

円
の
共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
契
約
対
象
を
拡
充
し
た

附
帯
施
設
に
つ
い
て
も
、
落
雷
の
被
害
を
中
心
に
、

約
１
１
０
２
万
円
の
共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
し
た
。

　 令
和
５
年
度
の
支
払
状
況

　ＮＯＳＡＩの園芸施設共済は全国で77.0％の方にご加入いただいております。
本県においても令和５年度は新たに148戸の方にご加入いただきました。
（令和６年３月末現在。 ＮＯＳＡＩ調査）
　まずはお見積もりをしてみませんか？ 興味のある方は最寄りのＮＯＳＡＩに
お気軽にお問い合わせください！

　付
保
割
合
追
加
特
約  

と
復
旧
費
用
特
約  

を
併
せ

て
加
入
す
る
こ
と
で
、
設
定
さ
れ
た
最
大
再
建
築
価

額
ま
で
補
償
を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　小
損
害
不
て
ん
補
１
万
円
特
約  

を
付
け
る
こ
と

で
、
１
万
円
を
超
え
る
損
害
か
ら
補
償
さ
れ
ま
す
。

わ
ず
か
な
掛
金
追
加
で
小
さ
な
損
害
も
補
償
さ
れ
ま
す
。

　小
損
害
不
て
ん
補
で
10
万
円
〜
１
０
０
万
円
の

コ
ー
ス
を
選
択
す
る
こ
と
で
掛
金
負
担
を
小
さ
く
し

つ
つ
大
災
害
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
き
な

金
額
を
選
択
す
る
ほ
ど
掛
金
は
大
幅
に
割
引
と
な
り

ま
す
。（
最
大
で
１
０
０
万
円
）

　  

小
さ
な
損
害
も
補
償

小
さ
な
損
害
も
補
償
を
受
け
る
に
は
？

QAA

掛
金
を
抑
え
る
に
は
？

QAA

補
償
を
充
実
さ
せ
る
に
は
？

QAA

施
設
の
設
備
の
損
害
に
備
え
る
に
は
？

＊
１
　特
約
部
分
の
共
済
掛
金
は
全
額
加
入
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

＊
２
　ハ
ウ
ス
本
体（
被
覆
材
除
く
）と
附
帯
施
設
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　指
宿
市
で
オ
ク
ラ
や
ス
ナ
ッ
プ

エ
ン
ド
ウ
を
ハ
ウ
ス
栽
培
し
、
園

芸
施
設
共
済
に
は
11
年
前
か
ら
加

入
し
て
い
ま
す
。

　以
前
、
台
風
で
ハ
ウ
ス
に
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
対
策
は

万
全
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

ビ
ニ
ー
ル
が
飛
び
、
中
骨
も
半
分

ほ
ど
破
損
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

本
当
に
シ
ョ
ッ
ク
で
、
復
旧
に
は

多
く
の
費
用
が
必
要
で
し
た
が
、

共
済
金
で
補
て
ん
で
き
大
変
助
か

り
ま
し
た
。

　園
芸
施
設
共
済
は
、
私
が
加
入

し
た
当
初
に
比
べ
て
、
補
償
の
幅

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
特
約
を
付

加
す
る
こ
と
で
新
築
時
の
資
産
価

値
ま
で
補
償
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
、

以
前
は
加
入
で
き
な
か
っ
た
か
ん

水
施
設
や
液
肥
混
入
器
、
排
水
施

設
が
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
は
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　ま
た
、
自
然
災
害
だ
け
で
な
く

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
備
え
る
た

め
、
収
入
保
険
に
も
加
入
し
て
い

ま
す
。
収
入
の
面
も
カ
バ
ー
す
る

こ
と
で
、
安
心
し
て
経
営
が
で
き

て
い
ま
す
。

　大
き
な
損
害
を
受
け
る
と「
離

農
」と
い
う
思
い
が
出
て
き
ま
す
。

農
業
保
険
で
日
頃
か
ら
備
え
、
こ
れ

か
ら
も
安
定
し
た
生
産
が
で
き
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
こ
が
よ
か
！ 

園
芸
施
設
共
済

経営内容

水迫 智弘 さん (52)

指宿市東方
みず さこ ともひろ

オクラ 39㌃　そらまめ 27㌃
スナップエンドウ 11㌃ 
実えんどう ５㌃

台風２４号  （平成30年９月29日～30日）
被害棟数：617棟
支払共済金：約7,200万円

　吹き下ろした風で、ハウス真上から押しつぶされる形
　で倒壊した。

冬型の気圧配置による強風  （令和２年１月27日）
被害棟数：450棟
支払共済金：約3,000万円

　アーチパイプが圧力に耐えられずに曲がり、ハウスの
　大部分が倒壊した。

台風1４号  （令和４年９月17日～19日）
被害棟数：591棟
支払共済金：約１億94万円

　ハウス内に強風が吹き込み、アーチパイプが内側から
　外側に跳ね上がった。

台風６号 （令和５年８月６日～10日）
被害棟数：330棟
支払共済金：約2,932万円

　断続的に非常に激しい雨が降り、土砂崩れを起こした。

あ
な
た
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

プ
ラ
ン
で
加
入
で
き
ま
す
！

県
内
で
発
生
し
た
大
規
模
な
災
害
と

支
払
状
況
（
平
成
30
年
〜
令
和
５
年
）

＊1

＊1

＊2

令和５年度　事故発生要因

※令和４年度に係る追加支払い等を含む

56.3％

風水害
（台風）28.3％

風害

10.2％
落雷

5.2％
鳥獣害、その他

平成３０年令和２年令和４年令和５年
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園芸施設共済

NOSAI かごしま 89



あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
か
ら

農
業
経
営
を
守
り
ま
す

リ
ス
ク

　す
べ
て
の
農
産
物
を
対
象
に
、
自

然
災
害
や
価
格
低
下
な
ど
に
よ
る

収
入
減
少
を
補
償
す
る
収
入
保
険
。

令
和
５
年
は
２
２
４
５
件
の
加
入
が

あ
り
、
う
ち
７
０
４
件
の
経
営
体
に

対
し
て
約
15
億
９
千
万
円
の
保
険
金

等
を
お
支
払
い
し
て
い
ま
す（
令
和

６
年
４
月
末
現
在
）。

　ま
た
、
事
故
発
生
要
因
の
約
５
割

を「
気
象
災
害
」が
占
め
、
台
風
だ
け

で
な
く
高
温
や
長
雨
に
よ
る
被
害
も

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
次
い
で

「
病
虫
害
」「
価
格
低
下
」と
い
っ
た
要

因
が
並
び
、
前
年
に
引
き
続
き
農
業

経
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

ま
す
。

　農
業
者
の
経
営
努
力
だ
け
で
は
避

け
ら
れ
な
い
万
が
一
の
リ
ス
ク
に
備
え

て
、
収
入
保
険
へ
の
加
入
を
検
討
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

事故発生要因（令和５年）

品目別事故要因（令和５年）

品　目 主な事故要因

水  稲
野  菜
いも類
果  実
花  き
茶

さとうきび

高温、獣害

台風、病害、長雨

病害、長雨

台風、雪害

虫害、病害

価格低下、低温

干害、少雨

（令和６年４月30日現在）

契約件数 2,245件

支払件数 704件

188件

支払総額

つなぎ融資※件数

15億 8,721万円

つなぎ融資総額 5億 1,605万円

49.8％

令和５年契約
保険金等支払実績

気象災害

24.6％
病虫害

14.1％
価格低下

その他
（けがや病気を含む）

3.9％

鳥獣害 7.6％

　作付面積や品目など、営農計画の変
更内容に応じて、基準収入金額や保険
料等の再算定を行います。

以下のご相談は
お早めにご連絡ください。

加入者の皆さまへ

営農計画を変更したい

　農産物ごとに１割以上の収入減少が
見込まれるときは、事故の発生状況等
をお知らせください。あわせて被害状
況の写真撮影をお願いいたします。（事
故の確認のため提出いただく場合があ
ります）

事故が発生した

　事故発生時にご相談ください。

※自然災害や価格低下などにより、保険金等の受け取りが
見込まれる場合、受け取りまでのつなぎとして、見込額
の８割を上限に無利子の融資を受けることができます。
（保険期間終了後の保険金等支払い時に相殺されます）

「つなぎ融資」を申請したい

立札立札
立札

農 道

圃場内で道路側の
目立つ所に

設置してください

被害申告のポイント

必ず収穫前に申告を!必ず収穫前に申告を!・・・・・・・・・・

被害
発生 !!

収穫前に圃場を見回
り、生育状況や被害
の有無をご確認くだ
さい。

1

基準を超える減収が
見込まれる場合は、最
寄りのNOSAI までご
連絡ください。

2

立札は圃場の目立つ
場所に速やかに設置
し、収穫が終了する
まで撤去しないでく
ださい。また、風で飛
んだり、雨で文字が
見えなくなったりし
ないようビニール袋
に入れてしっかり固
定してください。

4

ご加入している加入
方式によって通知事
項が異なります。野
帳に記載してある項
目については漏れな
くご記入ください。

3

　早
期
水
稲
の
収
穫
が
早
い
地
域
で
は
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
自
然
災
害
、
病
虫
害
、
鳥
獣
害
な

ど
に
よ
り
基
準
を
超
え
る
減
収
が
見
込
ま
れ
る

場
合
は
、
必
ず
収
穫
前
に
被
害
申
告
を
お
願
い

し
ま
す
。
被
害
申
告
を
し
て
い
な
い
と
損
害
評

価
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な

お
、
加
入
方
式
に
よ
っ
て
被
害
申
告
の
基
準
・

内
容
が
異
な
り
ま
す
。

乳
白
米
な
ど
、
外
見
で
判
断
が
難
し
い

被
害
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　出
穂
期
以
降
の
日
照
不
足
や
高
温
障
害
な
ど

に
よ
る
登
熟
不
良
な
ど
、
外
見
で
は
判
断
し
に

く
い
被
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

通
常
は
収
量
で
評
価
す
る
た
め
、
共
済
金
支
払

い
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
県
内
で
広
範
囲

に
多
数
発
生
す
る
事
態
に
限
り
、
特
例
的
に
共

済
減
収
量
に
加
味
し
た
損
害
評
価（
特
例
措
置
）

を
実
施
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　な
お
、
被
害
申
告
し
た
場
合
で
も
、
通
常
の

損
害
評
価
と
同
様
に
、
必
ず
し
も
共
済
金
の
支

払
い
対
象
と
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

乳
白
米
な
ど
、
外
見
で
判
断
が
難
し
い

被
害
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

損
害
評
価
を

行
う
と
き
に

重
要
な
内
容
で
す

収穫後や申告忘れは
評価できないので要注意！

　大
豆
共
済
の
加
入
申
し
込
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
さ
と
う
き

び
共
済
に
つ
い
て
も
間
も
な
く
加
入
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す
。

過
去
に
は
台
風
や
豪
雨
、
鳥
獣
害
な
ど
に
よ
り
大
き
な
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
万
が
一
の
災
害
に
備
え
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　指
定
し
た
期
間
内
に
申
し
込
み
を
済
ま
せ
て

掛
金
を
期
限
ま
で
に
納
入
す
る
と
加
入
手
続
き

が
完
了
と
な
り
ま
す
。

大
豆
共
済
・
さ
と
う
き
び
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

大
豆
共
済
・
さ
と
う
き
び
共
済

加
入

畑
作
物
共
済

水
稲
の
損
害
評
価
が
始
ま
り
ま
す

損
害
評
価

農
作
物
共
済

大
　
豆
（
令
和
６
年
産
）

　
令
和
６
年
７
月
10
日
〜
令
和
６
年
７
月
31
日
ま
で

　
令
和
６
年
８
月
末
日

加
入
申
込
期
間

掛
金
納
入
期
限

さ
と
う
き
び
（
令
和
７
年
産
）

　
令
和
６
年
８
月
１
日
〜
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

　
令
和
７
年
５
月
末
日

加
入
申
込
期
間

掛
金
納
入
期
限

速報

昨年は雪や
集中豪雨の
被害も…！

（支払件数のうち）

収入保険畑作物共済 農作物共済
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北薩支所　事業課北薩支所　事業課

西　　晴琉
にし　　　　 は　る

中部支所　事業課中部支所　事業課

木原　啓太
き  はら　  けい  た

肝属家畜診療センター肝属家畜診療センター

髙橋　　航
たかはし　　　 わたる

中部家畜診療センター
南部診療所
中部家畜診療センター
南部診療所

和田　実央理
 わ　だ　  　み　お　り

赤坂　一歩
あかさか　　いっ ぽ

北薩家畜診療センター
東部診療所
北薩家畜診療センター
東部診療所

林川　楓花
はやしかわ　  ふうか

南薩支所　事業課南薩支所　事業課

田畑　凌汰
た ばた　   りょうた

北薩支所　収入保険課北薩支所　収入保険課

曽於支所　事業課曽於支所　事業課

坂口　莉穂
さかぐち　　り　ほ

川口　　颯
かわぐち　　　  そう

南薩家畜診療センター
指宿診療所
南薩家畜診療センター
指宿診療所

永田　　紬
なが た　　 　 つむぎ

北薩家畜診療センター
北部診療所
北薩家畜診療センター
北部診療所

皆さんに仕事への抱負を聞いてみました！2024
12名の仲間が増えました！

米倉　淳大
よねくら　  あつひろ

南薩家畜診療センター
川辺診療所
南薩家畜診療センター
川辺診療所

肝属支所　地域推進課

原園　秋久
 はらぞの　　あきひさ

（26） （24） （20） （26）
（25） （25）

（22）
（25）

（22）（22）
（25）（18）

いち早く現場に
慣れて

牛に負けない
体づくりを

いち早く現場に
慣れて

牛に負けない
体づくりを

頭は冷静に、心は熱く務めていきます！
頭は冷静に、心は熱く務めていきます！

農業の発展に　貢献できる人間に

農業の発展に　貢献できる人間に

基本的なことを
忘れずに笑顔で
元気にあいさつ

！
基本的なことを
忘れずに笑顔で
元気にあいさつ

！自分自身を常に

　アップデート

　　していきた
い

自分自身を常に

　アップデート

　　していきた
い

教えてくださること
を

できる限り吸収でき
る

よう良く聞きます

教えてくださること
を

できる限り吸収でき
る

よう良く聞きます

常に向上心を持
って

頑張りたい
常に向上心を持

って

頑張りたい

熱い心で
地元鹿児島に

貢献できる獣医
師へ

熱い心で
地元鹿児島に

貢献できる獣医
師へ

ひとつでも多くの

仕事を覚え
地元のために
頑張ります

ひとつでも多くの

仕事を覚え
地元のために
頑張ります

「一意専心」
の思いで
頑張ります

「一意専心」
の思いで
頑張ります

信頼関係を築きながら地域の農業に貢献したい

信頼関係を築きながら地域の農業に貢献したい
農家さんとたくさんコミュニケーションをとって成長

農家さんとたくさんコミュニケーションをとって成長
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　異
常
気
象
が
常
態
化
す
る
中
で
、
農
家

に
と
っ
て
農
業
共
済
は
と
て
も
頼
り
に
な

り
ま
す
ね
。
収
入
保
険
も
農
家
の
経
営
安

定
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。   

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   （
鹿
児
島
市
）

　か
ご
し
ま
キ
ッ
ズ
が
と
て
も
可
愛
い
で

す
。
人
物
写
真
が
す
べ
て
良
い
写
真
で

ほ
っ
こ
り
し
ま
す
。 

　
　
　
　 （
肝
付
町
）

　冬
号
の
特
集
で
は
、
野
生
動
物
の
生
態

や
習
性
が
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
一
丸
と
な
り
で
き
る
事
か
ら
対
策
を

行
い
、
頑
張
っ
て
い
け
た
ら
と
強
く
思
う

所
で
す
。  

　
　
　
　
　
　
　   （
伊
仙
町
）

　
読
者
か
ら
の
お
便
り

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ら

　
　
　
　
　お
知
ら
せ

掛
金
の
納
入
期
限
が

近
づ
い
て
い
ま
す

園
芸
施
設
共
済

　果
樹
共
済
の
掛
金
の
納
入
期
限

は
、
７
月
末
日
で
す
。
期
限
ま
で
に

納
入
が
な
い
場
合
は
、
共
済
関
係
の

解
除
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　熊
毛
・
奄
美
地
域
に
お
い
て
サ
ト
ウ

キ
ビ
黒
穂
病
の
発
生
予
察
注
意
報
が

発
令
さ
れ
て
い
ま
す
。
栽
培
さ
れ
て
い

る
ほ
場
で
本
病
の
発
生
を
確
認
さ
れ

た
場
合
は
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

ま
で
必
ず
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

　　・
自
然
災
害
や
盗
難
、
火
災
等

　・
倉
庫
か
ら
出
荷
先
へ
運
送
中
の
事
故

　  に
よ
る
損
害

　農
作
物
共
済
（
米
・
麦
）
や
畑
作
物
共

済
（
大
豆・ば
れ
い
し
ょ
）、果
樹
共
済
（
う

ん
し
ゅ
う
み
か
ん
・
ぽ
ん
か
ん
・
た
ん
か

ん
・
す
も
も
）
に
加
入
し
て
い
る
農
作
物

　Ａ
タ
イ
プ
：
一
二
〇
日

　Ｂ
タ
イ
プ
：
一
年
間

　一
品
目
に
つ
き
一
口
１
０
０
万
円
か
ら

加
入
で
き
ま
す
。 

　Ａ
タ
イ
プ
：
２
５
０
０
円

　Ｂ
タ
イ
プ
：
６
５
０
０
円

　各
種
病
虫
害
発
生
予
察
・
注
意
報
等
は
、

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
詳
細
は
左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　当
組
合
で
は
、「
組
合
員
又
は
被
保

険
者
か
ら
の
共
済
掛
金
等
の
納
入
方

法
は
、
口
座
振
替
と
す
る
」
と
い
う

農
林
水
産
省
の
農
業
共
済
団
体
に
対

す
る
監
督
指
針
な
ら
び
に
県
の
指
導

に
基
づ
き
、
令
和
６
年
４
月
１
日
よ

り
職
員
に
よ
る
現
金
集
金
業
務
を
原

則
廃
止
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
何
卒
ご
理

解
を
い
た
だ
き
、
現
金
納
入
さ
れ
て
い

る
方
は
口
座
振
替
へ
の
移
行
を
お
願
い

し
ま
す
。
振
替
口
座
の
ご
登
録
に
つ
い

て
は
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  （
お
問
い
合
わ
せ
先
は
16
ペ
ー
ジ
へ
）

現
金
集
金
業
務
の

廃
止
に
つ
い
て

　４
月
の
人
事
異
動
で
本
誌
の
編
集
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　不
慣
れ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
分
か
り

や
す
い
誌
面
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
農

業
保
険
や
地
域
農
業
の
情
報
発
信
に
努

め
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　 〈
平
原
〉

編
集
後
記

重 

要

NOSAI かごしま
病害虫情報

療所診
だより

ミ
ル
ク
を
飲
ん
で
咳
を
す
る

子
牛
が
い
ま
せ
ん
か
？

南大島家畜診療センター
徳之島診療所　所長

栁澤　克可 獣医師
やなぎさわ　　   かつ  よし

ご   

え
ん

　子
牛
が
肺
炎
を
起
こ
す
原
因
の
ひ
と

つ
に
人
工
哺
乳
に
よ
る
ミ
ル
ク
の
誤
嚥
が

あ
り
ま
す
。
誤
っ
て
喉
頭
と
気
管
に
入
っ

て
し
ま
う
こ
と
で
気
管
支
や
肺
の
粘
膜
に

炎
症
を
起
こ
し
、
細
菌
感
染
な
ど
に
よ
り

重
症
肺
炎
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　今
回
は
ミ
ル
ク
の
誤
嚥
に
よ
る
肺
炎

（
誤
嚥
性
肺
炎
）を
起
こ
さ
な
い
哺
乳
方

法
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
時
は
誤
嚥
し
て
い
ま
す

・
ミ
ル
ク
を
飲
ん
で
い
る
時
に
喉
か
ら

　ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
音
が
す
る
。

・
飲
み
な
が
ら
咳
を
し
た
り
、
飲
ん
だ

　後
に
下
を
向
い
て
咳
を
す
る
。

・
鼻
か
ら
ミ
ル
ク
が
出
る
。

な
ぜ
誤
嚥
す
る
の
で
し
ょ
う

　哺
乳
ビ
ン
の
乳
首
は
や
や
硬
く
、
長
い

も
の
が
多
い
た
め
飲
み
込
む
動
作
を
妨

げ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
長
い
乳
首
が
喉

の
奥
ま
で
入
る
と
、
喉
が
ピ
ッ
タ
リ
閉
ま

ら
ず
に
ミ
ル
ク
が
気
管
に
流
れ
込
ん
で
し

ま
い
ま
す
。こ
れ
が
ミ
ル
ク
の
誤
嚥
で
す
。

　ま
た
、
乳
首
の
ゴ
ム
が
劣
化
し
て
い

た
り
、
穴
が
大
き
過
ぎ
て
吸
わ
な
く
て

も
ジ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
出
て
し
ま
う
よ
う
な

時
に
も
誤
嚥
を
起
こ
し
ま
す
。

誤
嚥
す
る
と

ど
う
な
る
で
し
ょ
う

　気
管
に
流
れ
込
ん
だ
ミ
ル
ク
は
気
管

支
、
肺
胞
な
ど
の
粘
膜
に
付
着
し
炎
症

を
起
こ
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
粘
膜
が

壊
れ
た
部
分
か
ら
細
菌
な
ど
が
感
染
し

気
管
支
炎
や
肺
炎
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　ミ
ル
ク
給
与
の
期
間
中
は
何
度
も
誤

嚥
を
繰
り
返
す
こ
と
が
多
く
、
重
症
肺

炎
と
な
り
死
亡
す
る
子
牛
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

誤
嚥
を
さ
せ
な
い
た
め
に
は

　乳
首
を
短
く
す
る
た
め
の
ニ
ッ
プ
ル

ア
ジ
ャ
ス
タ
ー
を
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
に
よ
り
乳
首
の
先
端
が
喉
の
奥
ま

で
入
ら
な
い
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ニ
ッ

プ
ル
ア
ジ
ャ
ス
タ
ー
は
簡
単
に
作
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　肺
炎
対
策
に
は
ワ
ク
チ
ン
投
与
、
栄

養
管
理
、
環
境
改
善
な
ど
様
々
な
も
の

が
あ
り
ま
す
が
、
誤
嚥
を
さ
せ
な
い
哺

乳
方
法
も
対
策
の
一
つ
と
し
て
試
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

試作例
作
り
方

① 

ビ
ニ
ー
ル
製
の

ボ
ー
ル
を
半
分

に
切
る
。（
お
も

ち
ゃ
売
り
場
で

２
０
０
円
ぐ
ら
い
）

② 

上
に
乳
首
の
太
さ
の
穴
を
開

け
る
。（
少
し
き
つ
い
方
が
ず
れ

な
く
て
い
い
で
す
）

③ 

乳
首
に
か
ぶ
せ
て
出
来
上
が
り
。

　

 
そ
の
他

病
虫
害
に
関
す
る

情
報
提
供
に
つ
い
て

果
樹
共
済 

サ
ト
ウ
キ
ビ
黒
穂
病
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

さ
と
う
き
び
共
済

保
管
中
の
大
切
な
農
産
物
を

補
償
し
ま
す 

保
管
中
農
産
物
補
償
共
済

補
償
内
容

対
象
品
目

補
償
期
間

掛
　金

※哺乳バケツの場合はペットボトルを
　カットしたものをかぶせてから装着する
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[ 応募方法 ] ハガキまたはメール、ファックス、応募
フォームで、 ❶住所、氏名、年齢、職業 ❷電話番号 
❸愛読者プレゼント名称 ❹広報誌「ＮＯＳＡＩかごしま」
についてのご意見・ご感想・好きなコーナーをお書き
のうえ、ご応募ください。なお、当選者の発表は
発送をもってかえさせていただきます。

〒890-0064　鹿児島市鴨池新町12-4　
ＮＯＳＡＩかごしま「愛読者プレゼント」係

ハガキ

ファックス 099‐255‐6190

メール kikakunr46@sand.ocn.ne.jp

応募フォーム 右の２次元コードから
応募できます。

愛読者プレゼント
「奄なつ
　パッションジュース」
10名様にプレゼント。
奮ってご応募ください。

➡生産者紹介はP２をご覧ください。
※画像はイメージです

ニーズ調査を
実施しています
NOSAI かごしまでは、農業
者のニーズに応じた事業実施
のため調査を行っています。
詳しくは、組合ホームページ
でご確認ください。

https://www.nosai46.jp/intention/
８月30日(金）必着締め

切り
※この応募で取得した個人情報は、厳重に管理し、抽選、
　商品発送以外の目的に使用することはありません。
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焼ピーマンの
ピリ辛ピーナツたれ

【作り方】

1 ピーマンをオーブントースターで5分ほど焼き、
火を通し皿に盛る。

※砕いたピーナツが手に入らないときは、ピーナツを
ビニール袋に入れ、麺棒やかなづちなどで叩くと＊
砕けます。塩が振ってあるものは、塩味が強くなる
ので簡単にふき取ってから砕いてください。

【材料（４人分）】
ピーマン………… 8～10個
　  縦に2つに切り、ヘタと種をとっておく

たれ
ニンニクみじん切り
………………… 小さじ１/２ 

ショウガみじん切り
………………… 小さじ１/２

酒 ……………… 大さじ１/２
みりん…………… 大さじ１
しょうゆ………… 大さじ３＋小さじ1
砂糖……………… 大さじ１+１/２
ごま油…………… 大さじ１（小さじ２+小さじ１）
鷹の爪…………… １/３本
　  お好みで加減してください
水　 …………… 大さじ２
砕いたピーナツ…  40g

ポイント

鷹の爪を使いピリ辛にし、ごま油を入れることで食欲を
誘う一品です。ピーマンのビタミンCは加熱しても壊れ
にくく免疫機能を高め、砕いたピーナツを合わせること
で抗酸化作用も増し、コレステロールの抑制に役立つ不
飽和脂肪酸やタンパク質も取れます。

子育て支援情報誌「クレセール」で野菜が好きに
なるレシピ「ママの晴れごはん」を掲載。

フードコーディネーター
前田  茂子

2 鍋でごま油（小さじ２）、ニンニクみじん切り、
ショウガみじん切りを炒め、香りが立ってきた
ら酒、みりん、しょうゆ、砂糖、鷹の爪、水を
加えて沸騰させる。

3 砂糖が溶け全体がなじんだら砕いたピーナツと
ごま油（小さじ１）を加え混ぜ合わせ、熱いうち
にピーマンにかける。

調理時間 
約15分

※たれが余ったら鶏肉や豚肉などを焼いたものに
かけても美味しくいただけます。

＊けがに注意

通常総代会第４回特集特集

旬菜
レシピ

しゅんさい

旬 の お 気 軽 料 理

本 所   
南薩支所 
北薩支所 
中部支所
曽於支所

鹿児島市鴨池新町12-4                
南九州市川辺町平山6140             
薩摩郡さつま町轟町13-1
霧島市溝辺町有川2103 
曽於市大隅町月野2253

TEL 099-255-6161                  
TEL 0993-58-3100 
TEL 0996-21-3131
TEL 0995-59-3211
TEL 099-479-3228

肝属支所  
熊毛支所  
大島支所
南大島支所

鹿屋市田淵町1475-5
熊毛郡中種子町野間6410-8  
奄美市笠利町大字中金久162-2   
大島郡伊仙町阿三1379-1

TEL 0994-48-3180                
TEL 0997-27-2278
TEL 0997-63-2442
TEL 0997-86-2389

環境に配慮した「植物油インキ」で印刷しています。 1６

農業保険制度の
更なる機能の発揮にむけて


